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Serendipity Wall: 会話文字起こしのベクター検索と大規模言語モデルによ
る議論支援システム
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概要. グループディスカッションは，新しいアイデアを探求するために重要である議論をサポートする方
法のひとつに関連するキーワードや画像の提示がある．しかし，情報の提示に会話の文脈情報が考慮され
ない傾向があった．そこで本研究では，議論に関連して情報を提示することで，議論を発展させるシステム
を提案する．具体例として，HCI研究者の学術的な議論を取り上げた．議論中，システムは継続的に対話
を書き起こし，議論の埋め込みベクトルを生成する．これらのベクトルを既存の研究論文のベクトルと照
合し，関連する研究を特定する．そして，LLMが要約しながら，関連する研究を画面に表示する．評価実
験において，本システムは議論の話題を広げ，新たな知識の習得を促進する効果があった．本研究は，AI

が情報検索，提示，整理による議論支援を行うことで，議論を促進できる可能性を示した．
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図 1. Serendipity Wallは議論の内容に応じて関連情
報を提示することで，議論を促進するシステムで
ある．このシステムは，進行中の議論の参加者の
発言をリアルタイムで収集し，書き起こす．書き起
こされた文章は時間毎に分割され，埋め込みベク
トルに変換される．そして，ベクトル検索によって
データベースから議論に関連する情報を抽出する．
抽出された情報は大規模言語モデルによって要約
され，ディスプレイに表示される．

1 はじめに
ブレインストーミングとグループディスカッショ

ンは，創造的な問題解決とアイデア出しのために不
可欠な共同活動であり，製品開発，研究，マーケティ
ング，その他様々な分野で広く使われている [10]．先
行研究では，このようなアイデア出しを促進し，活
発な議論を促進するためのツールが提案されてきて
いる [2]．
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議論を活性化する手法として電子的なポストイッ
トによるアイデア出しの支援 [5]やリモート環境での
ブレインストーミング [6]，chatbotを用いたファシ
リテーションによる合意形成の支援 [15][11][14][12]
などが提案されてきた．これらのデジタルツールが介
入することによってアイデアの創出がより円滑に行
われている．中でも，議論中の音声から得られるテキ
スト情報を用いた議論支援としては，Word2Vec[7]
で話題を広げる手法が提案されている [4]ほか，議
論によって出てきた単語そのものやweb記事に紐づ
いた画像を提示することで視覚的に活性化する手法
が提案されている [16] [1] [13]．
こうした先行研究から LLMはブレインストーミ

ングを拡張して人の認知能力を広めることが期待で
きる．しかし，先行研究では個別の文書に基づく議
論支援が行われておらず，最新の論文のようなLLM
が知り得ない新たな知見を踏まえて議論した場合の
影響が明らかになっていない．また，議論中の会話
において既存の研究では単語やWikipediaデータ
セットを用いたWord2Vecでの類義語提示といった
単語での支援であり，会話の文脈を踏まえた議論の
支援が行われていない．
そこで本研究ではブレインストーミング中の議論

を促進するためのシステム，Serendipity Wall（図
１）を提案する．Serendipity Wallは，進行中の議
論の書き起こしをもとに埋め込みベクトルを生成し，
関連する情報データベースをベクトル検索すること
で，議論の内容に近い情報を提示し，議論を促進し，
知識を広げる．
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2 実装
2.1 装置
Serendipity Wall は情報提示を行うための出力

装置と，収音のためのマイク，Unityによる情報提
示アプリケーションのフロントエンドシステムと，
情報検索のためのローカルで動かす FastAPIサー
バー，関連情報のデータベースとそれらの処理を動
かすパソコンから構成される．
出力装置としては複数人が同時に対面でディス

カッションをしながら提示される様々な情報を見る
ことができるように，大型ディスプレイやプロジェク
ター，複数台のヘッドマウントディスプレイが考えれ
らる．ケーススタディではLG社製 65EG9600の湾
曲 4K有機ELディスプレイ 6枚を一体的なディスプ
レイとして組み合わせた大型ディスプレイ空間を用
いた．マイクには Seeed Studio社製のReSpeaker
USB Mic Arrayマイクを使用した．

2.2 埋め込みベクトルとベクター検索
本研究では，埋め込みベクトルはOpenAI社の提

供するEmbedding API[8]を用いて生成した．議論
支援の対象として Human Computer Interaction
の研究アイデアのディスカションを例にシステムの
実装を行うこととした．提示する関連情報としては，
HCIの主要学会の論文群とした．論文の最初のペー
ジにはタイトルやアブストラクト，キーワードやティ
ザー画像のキャプション情報などが入っており，各
研究の内容がまとまっていることが期待できる．そ
こで，本研究の実装では各研究論文の最初の１ペー
ジを埋め込みベクトルとすることにした．また，最
新の会話の方向性を反映しやすくするため，会話の
内容の 20秒毎の文字起こしを一つの会話の埋め込
みベクトルとすることにした．会話の内容に関連度
の高い論文を検索するために，FAISS[3]というベ
クトルの効率的な類似性検索を行えるライブラリを
用いてベクトル検索を行った．
情報の提示は最初は議論のトピックを入力して出

てきたベクター検索結果の上位 10件の関連研究の
表示を行った．その後は 20秒毎に一件ずつ，会話
の埋め込みベクトルに近い関連研究を最も関連度合
いの低いものを押し出しつつ追加するようにした．
各研究の表示は情報量の異なる二種類のものを用

意した（図２）．一つはキービジュアルとタイトル，
大規模言語モデルを用いた短文の要約を表示した．
短文要約は論文の最初のページをコンテキストに与
えた上で，要点や主張を 30文字以内に要約するよ
うプロンプトで指示をした．大規模言語モデルには
OpenAI社のChatGPT API（GPT-4）[9]を用い
た．短文の要約だけでは情報が不足するため，もう
一つの表示形態として，キービジュアルとタイトル，
大規模言語モデルを用いた課題，手法，結果の要約

の表示も用意した．
詳細の情報の提示はすでに表示されている研究が

ベクター検索にて再度，最上位に来た場合に行われ
た．ただし，特定の研究に偏らないよう，３度目以
降の場合には次点以降の研究を表示するようにした．
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図 2. (A)タイトルと画像を中心にした提示形態．(B)

より詳細に説明した提示形態．

3 ケーススタディ
提案手法による議論支援の効果を検証するために

HCI研究に関するディスカッションを行なってもらっ
た．HCI関連の研究室から 6名の参加者を集め，各
2名ずつ計３ペア作った．
実験参加者のフィードバックや会話の埋め込みベ

クトルの広がりからは，Serendipity Wallを通じて
議論内容に関連した研究の要約を提示することで，
話のきっかけが生まれたり，関連した研究やアイデ
アを手に入れることができ，HCIの研究に関する議
論が拡大していることがわかった．また，曖昧なコ
ンセプトから関連した研究をもとに議論の具体化を
したり，写真を活用したコミュニケーションを図っ
たりといった議論の促進効果も見られた．一方で，
現在のシステムは，次々と他の関連した研究を提示
していく実装になっており，話が発散してしまった
り，議論を深ぼることが難しいといった欠点がある
ことが明らかになった．

4 議論と今後の課題
本研究では，議論の内容に応じて関連情報を提示

することで議論の促進を図るためのシステムを提案
した．ケーススタディでは Serendipity Wallを用
いてHCIの研究ディスカッションを行った結果，新
たな知見を得たり，議論の円滑化を図ったり，曖昧
な関心を具体化したりすることで議論が活発になっ
たり，話が広がる効果があることを確認した．一方
で，情報提示の仕方によっては議論の進展を深める
ことを阻害してしまうという副作用があることも明
らかになった．今後，情報の内容や出し方を工夫し
たり，適応範囲を拡大していくことで，会話の内容
に合わせて情報を提示し，議論や情報の取得を促進
するアプリケーションを実現していけると考える．
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